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国立大学法人 愛媛大学
無細胞生命科学工学研究センター
愛媛県松山市文京町3
（｢松山空港｣より空港連絡バスでJR「松山駅」まで
約15分、JR「松山駅」より伊予鉄道で約15分｢赤
十字病院前駅｣下車、徒歩約5分）

会場URL：http://www.ehime-u.ac.jp/
宿泊場所：国際ホテル松山（予定）

24名

（1）タンパク質の試験管内合成
オワンクラゲの緑色蛍光タンパク質の遺伝子を組み込
んだプラスミドDNAとRNAポリメラーゼを使って、
試験管内の転写反応によってmRNAを合成します。こ
のmRNAと20種類のアミノ酸などを小麦胚芽抽出液に
加えて試験管内でタンパク質を合成します。蛍光タン
パク質が正しくできているかどうか紫外光を照射して
調べます。
（2）大腸菌への遺伝子導入
緑色蛍光タンパク質の遺伝子を組み込んだプラスミド
DNAを大腸菌に導入し、一晩培養します。この遺伝子
操作によって大腸菌がどうのになるか観察し、蛍光タ
ンパク質が合成されているかどうか調べます。

（3）DNAの電気泳動
大腸菌に目的の遺伝子が導入されているかどうか、
PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）によってDNAを増幅
し、アガロースゲル電気泳動によって分析します。
（4）DNAの塩基配列の解読
大腸菌に導入したプラスミドDNAの塩基配列を、サン
ガー法を利用したDNAシーケンサーによって解読し、
その塩基配列から蛍光タンパク質のアミノ酸配列を推
定します。
（5）タンパク質の分析
アクリルアミドゲル電気泳動および質量分析によって
小麦胚芽抽出液および大腸菌によって合成されたタン
パク質を分析します。遺伝子操作に用いたプラスミド
DNAに対応するタンパク質を検出します。
（6）遺伝暗号解読の仕組みの考察
プラスミドDNAの分析結果およびタンパク質の分析結
果から、遺伝暗号の解読の仕組みを考察します。最終
日に、結果の解析や考察した内容についてグループご
とに発表します。
（7）SSH指定校の見学および情報交換
3日目には、SSH指定校である愛媛県立松山南高校を
訪問し、特色のある授業や課題研究の取り組み内容な
どについて説明を受け、昼食時に情報交換します。ま
た講師や大学生との懇談の時間も用意されていますの
で、同世代の仲間や先輩などと科学について語ってく
ださい。

会　場

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

試験管の中で生命をつくる～遺伝情報とタンパク質～
国立大学法人

愛媛大学　無細胞生命科学工学研究センター
生物学、生命科学、分子生物学、遺伝子組み換え実験

会期：2011年12月25日（日）13：00 ～ 12月28日（水）14：30 3泊4日

生物が生命活動を維持するためには、細胞の中で様々なタンパク質が
正しく作られ、それらが正しく働く必要があります。そしてタンパク質
を正しく作るために、遺伝子の情報が利用され、その流れをキャンプの
実習と講義で学びます。実際に扱うのは2008年のノーベル化学賞で話
題になったクラゲの緑色蛍光タンパク質です。この光るタンパク質を遺
伝子操作によって、生きた大腸菌につくらせます。それと並行して生き
た細胞を使わないで、チューブの中の溶液反応として光るタンパク質を
作ります。このとき利用するのが小麦胚芽の抽出液を用いた無細胞タン
パク質合成システムで、愛媛大学で開発された最先端バイオテクノロジ
ーのひとつです。また遺伝情報として用いたDNAの分析や、作られたタ
ンパク質の分析によって、遺伝子の情報によってタンパク質が作られる
という生命の共通原理を理解しましょう。そして「試験管の中で生命活
動に不可欠なタンパク質をつくる」実験を通じて、細胞の中で起こる生
命現象が物理や化学の法則に従った試験管の中でも再現可能な反応であ
ることを体感しましょう。

応募にあたっての注意事項
下記のサイエンスキャンプDX特設サイトを必ずお読みください。

国立大学法人 愛媛大学 無細胞生命科学工学研究センター サイエンスキャンプDXホームページURL：
http://www.ehime-u.ac.jp/̃cellfree/scamp/
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